
国 語 科 古 典 講 読 シ ラ バ ス ２ 単 位 普 通 科 第 ２ 学 年 １ ． ２ ． ３ ． ４ 組
年 間 の 到 達 目 標 古 典 と し て の 古 文 と 漢 文 を 読 む 能 力 を 養 う と と も に 、 物 の 見 方 、 感 じ 方 、 考 え 方 を 広 く し 、 古 典 に 親 し む こ と に よ っ て 人 生 を 豊

か に す る 態 度 を 育 て る 。

教 科 書 ･副 教 材 等 高 等 学 校 標 準 古 典 講 読 物 語 選 （ 第 一 学 習 社 ） 新 総 合 図 説 国 語 （ 東 京 書 籍 ） 全 訳 読 解 古 典 辞 典 （ 三 省 堂 ）
学

期 月 学 習 内 容 学 習 の ね ら い

説 話 ・ 説 話 の 意 味 を 理 解 す る 。 短 い 作 品 を 読 み 、 親 し み を 持 た せ 、 内 容 の お
４ ・「 の ち の 千 金 の 事 」（ 宇 治 拾 遺 物 語 ） も し ろ さ を 味 わ う 。

・「 小 式 部 内 侍 が 大 江 山 の 歌 の 事 」（ 古 今 著 聞 集 ） ・ 登 場 人 物 の 行 動 や 心 情 を 読 み 取 り 、 理 解 す る 。

５ 物 語 （ 一 ） ・ 既 知 の 物 語 の 知 ら な い 求 婚 譚 や 最 後 を 知 る こ と で 、 興 味 を 持 っ て 内 容

「 竹 取 物 語 」 の 理 解 を 深 め る 。

・ 帝 の 求 婚 ・ か ぐ や 姫 の 昇 天 ・ 作 品 中 で 、 和 歌 の 果 た す 役 割 に つ い て 考 え 味 わ う 。
「 伊 勢 物 語 」 ・ 人 の 心 の 関 わ り 合 い を 読 み 取 り 、 そ の 深 さ を 読 み 取 る 。

Ⅰ ・ 初 冠 ・ 通 ひ 路 の 関 守 ・ 小 野 の 雪

中 間 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材
故 事 ・ 寓 話 ・ １ 年 生 で 学 習 し た 訓 読 や 書 き 下 し 文 な ど の 決 ま り の 定 着 度 を 確 認 し な

６ ・ 刻 舟 求 剣 ・ 朝 三 暮 四 ・ 推 敲 が ら 故 事 成 語 の 生 ま れ た 原 典 を 知 る こ と で 、 そ の 成 り 立 ち や 正 し い 用
い 方 を 学 ぶ 。

随 筆

７ 「 徒 然 草 」 ・ 随 筆 の 意 味 を 理 解 し 、 随 筆 文 学 の 特 色 を 確 認 し な が ら 作 品 を 味 わ う 。
・ 公 世 の 二 位 の せ う と に ・ 相 模 守 時 頼 の 母 は ・ 登 場 人 物 の 心 情 を 読 み 取 り 、 物 語 の お も し ろ さ を 味 わ う 。

・ よ ろ づ の こ と は 頼 む べ か ら ず ・ 筆 者 の 物 の 見 方 、考 え 方 を 読 み 取 り 、二 人 の 筆 者 に 共 通 す る「 無 常 観 」

「 方 丈 記 」 に つ い て 理 解 す る 。「 ゆ く 川 の 流 れ 」 は そ の 無 常 観 を 理 解 す る の に 、
・ ゆ く 川 の な が れ そ の 対 比 の 繰 り 返 し の わ か り や す い 文 章 を 暗 記 す る こ と で 更 に 理 解 を

「 枕 草 子 」 深 め さ せ る 。

・ 中 納 言 参 り 給 ひ て ・ １ 年 時 に 学 習 し た「 枕 草 子 」の 復 習 を し な が ら 、あ ら た な 作 品 を 読 み 、
そ の お も し ろ さ を 味 わ う 。

期 末 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材

物 語 （ 二 ） ・ 軍 記 物 語 の 典 型 で あ る 「 平 家 物 語 」 を 扱 う こ と で 、 軍 記 物 特 有 の 言 葉
９ 「 平 家 物 語 」 遣 い を 学 ぶ 。

・ 忠 度 の 都 落 ち ・ 有 名 な 冒 頭 部 分 を 暗 記 を し て 、 軍 記 物 の 漢 文 調 の リ ズ ム を 体 現 し 、 他
「 大 鏡 」 の 文 章 と の 違 い を 理 解 す る 。

10 ・ 弓 争 い ・ 三 舟 の 才 ・ 歴 史 的 な 人 物 に つ い て 知 る 。

中 間 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材
日 記 ・ 日 記 文 学 の 文 学 的 意 味 と 位 置 を 知 る 。

Ⅱ 11 「 紫 式 部 日 記 」 ・ 日 記 の 文 章 の 特 徴 を 知 り 、 本 人 し か 分 か ら な い こ と 、 他 の 作 品 か ら 読

・ 日 本 紀 の 御 局 み 取 れ る 人 物 像 と の 違 い な ど を 、 感 じ 取 る 。
「 更 級 日 記 」 ・ 当 時 の 「 源 氏 物 語 」 の 人 気 が ど の よ う な も の か 、 作 品 を 通 じ て 理 解 す

12 ・ 門 出 る 。

期 末 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材

和 歌 ・ 和 歌 の 成 り 立 ち 、 意 味 を 知 り 、 日 本 人 の 思 い や 考 え 方 を 知 る 。

１ 「 万 葉 集 」「 古 今 和 歌 集 」「 新 古 今 和 歌 集 」 ・ 和 歌 の 修 辞 を 確 認 し な が ら 、 歌 を 鑑 賞 す る 。（ 鑑 賞 の 意 味 と 態 度 を 養
う ）

・ 実 際 に 作 歌 し て み る こ と に よ り 、 自 分 の 気 持 ち を ど う 表 現 で き る か 、

２ 試 し て み る 。 他 の 人 の 歌 と 比 較 、 鑑 賞 し て 歌 の 理 解 を 深 め る 。
諸 家 の 思 想

Ⅲ 「 荘 子 」 ・ 説 話 で や っ た 荘 子 の 「 轍 鮒 の 急 」 の 思 想 に 触 れ る こ と で 、 当 時 の 思 想
３ ・ 蝴 蝶 之 夢 家 の 考 え 方 を 身 近 に 感 じ る 。

「 韓 非 子 」 ・ こ れ も 「 矛 盾 」 の 思 想 を 知 る き っ か け に し た い 。

・ 刻 削 之 道
学 年末 考 査 範 囲 上 記 の 範 囲 上 記 の 教 材 １ 年 間 の 学 習 成 績 を 総 合 し て 年 間 の 成 績 と す る

評 価 の 観 点 内 容 評 価 方 法

関 心 ・ 授 業 中 、 興 味 ・ 関 心 を 持 っ て 臨 ん で い る か 。 ・ 授 業 に 対 す る 姿 勢 や 態 度

意 欲 ・ 授 業 に 対 し て 積 極 的 に 参 加 し よ う と し て い る か 。 ・ 提 出 物 の 完 成 度 と 提 出 状 況

態 度 ・ 熱 心 に 取 り 組 む 姿 勢 が 見 ら れ る か 。 ・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 な ど の 課 題 の 完 成 度 と 提 出 状 況

話 す ・ ・ 自 分 の 考 え を 的 確 に ま と め て 相 手 に 伝 え る こ と が で き る ・ 授 業 中 に 指 名 さ れ た 際 の 答 え 方
か . ・ 発 表 の 際 の 説 明 の 仕 方

聞 く ・ ・ 相 手 の 話 を 真 剣 に 聞 き 、 相 手 の 伝 え た い こ と を 的 確 に つ ・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 の 課 題 の 完 成 度

能 力 か め る か . ・ 授 業 態 度
・ 聞 き 書 き が 的 確 に で き る か 。

書 く 能 力 ・ 自 分 の 考 え を 的 確 に ま と め 、文 章 に す る こ と が で き る か 。 ・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 な ど の 課 題 の 完 成 度

・ 正 し い 日 本 語 で 文 章 を 書 く こ と が で き る か 。 ・ 定 期 考 査 に お け る 説 明 ・ 論 述 問 題

読 む 能 力 ・ 目 的 に 応 じ て 様 々 な 文 章 を 正 し く 読 み 、 内 容 を 読 み 取 る ・ 教 材 の 朗 読
こ と が で き る か 。 ・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 な ど の 課 題 の 完 成 度

・ 正 確 な 発 音 で 美 し く 読 む こ と が で き る か 。 ・ 定 期 考 査

知 識 理 解 ・ 学 習 し た 内 容 が 正 し く 理 解 さ れ 、 知 識 と し て 身 に 付 い て ・ 定 期 考 査

い る か ・ 授 業 で の 小 テ ス ト
・ ノ ー ト ・ プ リ ン ト 類 等 の 課 題 の 完 成 度


